学級活動指導案　　　　　　　　　　　　　　小学校高学年

ねらい：自分の良さ・仲間の良さを見つめることを通して，自分も仲間も大切に思い，

お互いに支え合おうとする気持ちをもつことができる。

	ねらい
	学習活動
	指導上の留意点

	・本時の課題をつかむ
・自分や仲間の良さに気付くことができる。
・よさに気付き自分を大切に思う気持ちをもつ。
・自分も仲間も大切な存在として認め，大切に関わろうとする気持ちをもつ。
・多治見の条例について知る。
	○１１月２０日が「たじみ子どもの権利の日」であることを伝える。

・権利という言葉は難しいね。でも，それはみんなが楽しく，安心して暮らすための大切なものなのです。

・「たじみ子ども権利の日」には，皆さんにこんな言葉を覚えてほしいと思います。

１　本時の活動・課題をつかむ。
○メロンとトマト，どちらが好きか。

・メロンがいい。高級そうだから。

・トマトがいい。栄養があるから。

○『みんなほんもの』を読んで，感想を発表する。

・どちらも本物の良さがあるはずだ。

・自分らしさや良さが出せるといいな。


　２　自分の良さを見つける・仲間の良さを見つける。
　○自分の「いい所」「ほめたい所」「がんばっている事」を見つけてワークシートに書きましょう。

　・委員会活動で当番を責任もってやっている。

　・友達が困っている時には，声をかけて相談にのる。

　○ワークシートを交換し友達の良いところを見つけよう。

　・一人３分程でシートを回し，自分のシートが戻ってくるまで続ける。

３　認められた良さについて気持ちを発表する。

　○書いてもらった自分の良さをじっくり読みましょう。

　○グループの仲間に，気持ちを発表しましょう。

　・順番に発表する。

　○みんなの前で発表してもらいましょう。

　

４　自分のあり方や仲間とのかかわりについてふり返る。
　○いろいろな良さをもっている自分や，それを認めてくれた仲間がいます。今日の１時間をふり返って書いてみましょう。

・自分も友達もそれぞれの良さをもっている大切な存在。その関わり方を大切にし，励まし合っていきたい。

５　「多治見市子どもの権利に関する条例」について知る。

　○多治見市はみんなが大切にしようと思った気持ちを，権利の条例としてまとめています。

　○今日の勉強は，「た・じ・み」の権利のうち，どの権利の勉強だったのでしょう。
	・１１月２０日の位置づけを行う。

・「た・じ・み」の権利は，掲示して示す。

・導入なので，あっさりと聞くにとどめる。

・好きな理由（よさ）を合わせて言えるとよい。

・相田みつをの詩を掲示して読ませる。

・学校の活動・仲間のため・家族のため・努力・趣味・特技等，見つける場面としてワークシートに位置づける。

・グループ内でワークシートを回すようにする。

・素直に良さを見つけられるように，グループ構成を配慮する。

・自分らしさ・良さについてより深く見つめている児童を見つけ，全体への発表者に指名する。

・ワークシートに自分の思いを書かせる

・仲間とのかかわりについても書けるようにする。

・パンフレットを紹介し，簡単な説明を行う。


学習プリント　　　　　　　名前（　　　　　　　）
	みんなほんもの　　　相田みつを
トマトがねえ　トマトのままでいれば　ほんものなんだよ
トマトをメロンに　みせようとするから　にせものに　なるんだよ
みんなそれぞれに　ほんものなのに
骨を折って　にせものに　なりたがる


書いてみよう

	
	自　分
	仲　間　か　ら

	学校の活動
	
	

	仲間のためにした事
	
	

	家族のためにした事
	
	

	努力している事
	
	

	趣味・特技
	
	

	その他
	
	

	ふり返り

	

	

	

	

	


自分らしさや良さを見つけよう。





� eq \o\ac(○,た)�はたのしくくらす


� eq \o\ac(○,じ)�はじぶんをたいせつにする


� eq \o\ac(○,み)�はみんなとなかよくする








